
 

 

令和 3年度 東京都内湾水生生物調査 5月稚魚調査 速報 
 

●実施状況 

令和 3 年 5 月 12 日に稚魚調査を実施した。天気は曇りで、気温は 20.8～21.2℃、調査地点は

東寄りの風 2.8～3.9m であった。調査当日は大潮で、干潮は 11 時 22 分、満潮は 17 時 49分であ

った（気象庁のデータ）。 

ボラやハゼ類の稚魚に加え、ニホンイサザアミが特に多く出現した。全体的に海水魚は少なめ

であったが、河口魚（ハゼ類）については地点ごとに特色のある結果がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な出現種等 （速報のため、種名等は未確定） 

主な出現種等 お台場海浜公園 城南大橋 葛西人工渚 

魚種 

（多い順注） 

マハゼ（m） ニクハゼ（m） エドハゼ（m） 

ボラ（m） ボラ（c） マハゼ（m） 

ビリンゴ（c） マハゼ（r） ボラ（m） 

エドハゼ（c） ビリンゴ（r） ビリンゴ（c） 

ニクハゼ（+） アユ（r） スミウキゴリ（r） 

魚類以外 

ニホンイサザアミ（c） ニホンイサザアミ（G） ニホンイサザアミ（G） 

エビジャコ属（c） アラムシロ（r） シラタエビ（r） 

アキアミ（r） アサリ（r）  

備考 
他にアシシロハゼとシラタエビ

が採集された。 

ニホンイサザアミの群れが大

量に接岸していた。 

タイドプールにてエドハゼ稚魚

を多数確認。 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

 お台場海浜公園 城南大橋 葛西人工渚 

作業時刻 9：26-11：10 11:40-13:00 13:55-15:15 

水温(℃) 19.7 21.4 20.5 

塩分（-） 11.4 16.8 13.9 

透視度（cm） 29 33 20 

ＤＯ(mg/L) 7.1 10.7 8.0 

ＤＯ飽和度(%) 83.3 133.3 97.1 

波浪(m) 0.1 0.1 0.1 

ｐＨ（-） 8.3 7.7 7.8 

水の臭気 無臭 弱下水臭 弱魚臭 

備考 

 

 

 

下げ潮時に調査を行った。汀

線付近で赤潮を確認した。 

オリンピックの関連工事が行

われていた。 

上げ潮に調査を行った。干潟

は干出しており、汀線にはニホ

ンイサザアミの群れが大量に

押し寄せていた。 

上げ潮時に調査を行った。汀

線付近で赤潮を確認した。 

 

稚魚調査中は、写真ののぼりを掲げています。

見かけた方は、お気軽にお声がけください。 

水生生物調査実施中！ 

オリンピック会場のお台場での調査風景 → 



 

 

G:1000個体以上、m:100～1000個体未満、c:20～100個体未満、+:5～20個体未満、r:5個体未満 

お台場海浜公園 採取試料 

 

 

●主な出現種等 ※写真のスケール 1目盛：1mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点の様子 

調査の様子 

マハゼとボラが主体 
（銀色がボラ、茶色がマハゼ） 

水際数メートルで急に深くなる人工の渚。オリンピックの関連工事の影響で、北東側に位置をずらして調査を実施した。 

ビリンゴ 

マハゼと並ぶ東京湾を代表する

ハゼの仲間。淡水の影響を受ける

干潟に多い。仔稚魚は早春に干

潟に出現する。本調査では体長3-

4cm の個体が多かった。産卵は冬

から早春にかけて、アナジャコなど

の甲殻類の巣穴で行う。 

マハゼに似るが、本種の鱗は

粗く、体側にゴマ模様がある点で

識別できる。成熟した個体は、体

側に白い横縞が現れる（写真参

照）。成魚は春になると、同属のマ

ハゼ稚魚を捕食するため、干潟に

出現することもある。 

アシシロハゼ 

体側の横縞 

マハゼ 

＊解説は城南大橋を参照。本

調査地点では、体長 1-6cmまで、

様々な大きさの個体が採集され

た。そのため、お台場周辺では、

長期にわたり産卵が行われている

可能性がある。写真は一番下が

稚魚で、上 3個体が若魚。 

スミウキゴリ 
体側の模様 

アキアミ エビジャコ属 

卵 

アユと同じく両側回遊魚で、仔稚

魚は干潟で成長するが、その後は

川を目指して遡上する。ウキゴリの

仔稚魚と同時期に出現するが、体

側の模様で識別できる。すなわち、

本種はバンド状の黒帯ができるが、

ウキゴリではスポット状の模様とな

る。 

ガラスのように透明で、尾節基

部と第 2 触角が赤い。名前にアミ

と付くが、れっきとしたエビの仲間

（サクラエビ科）。内湾の河口付近

を群れで遊泳する。 

内湾の砂泥底に生息し、普段は

ごく浅く潜って隠れている。体色は

周囲の環境に合わせて変化する。

小さな体のわりに獰猛で、魚類の

稚魚等を捕食することが知られて

いる。本調査では、抱卵している

個体が採集された。 



 

 

 

 

 

城南大橋 採取試料 

 

 

●主な出現種等 ※写真のスケール 1目盛：1mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンイサザアミが主体 ニクハゼとボラが主体 

ボラ 

ニクハゼ 

調査地点の様子 

調査の様子 

城南大橋西詰めにある干潟。北側には東京港野鳥公園がある。 

ニクハゼ アユ アラムシロ 

ニホンイサザアミ マハゼ マメコブシガニ 

東京湾に出現するハゼ科の内、

高塩分の環境を好む種。アマモや

アオサが繁茂する、やや静穏な海

域で見られることが多い。生時、体

色が肉色をしていることが名の由

来。本調査では、体長 4cm 前後の

未成魚が多く出現した。 

汽水域に生息するアミの仲間

（エビの仲間ではない）。河口域で

春に大量発生し、魚類等の餌とな

る。本調査でも、非常に多くの個体

が採集された。城南大橋に出現し

た個体は、他の地点に比べてやや

大型な傾向が見られた。 

東京湾を代表するハゼの仲

間。河口域を中心に生息するが、

河川淡水域に遡上することもあ

る。春から秋にかけて干潟で成長

し、冬になると産卵のため深場へ

移動する。本調査では、体長 2-

5cmの個体が多く出現した。 

 

干潟を歩いているところを採集。

コブシガニ科の中では浅い水深帯

に生息しており、干潟でよく見られ

る。本種は後ろ側の歩脚が小さくな

っているため、カニ類の中では珍し

く前後に進むことができる。 

東京湾の干潟で最もよく見られ

る巻貝の仲間。死んだ生物の肉を

食べる（腐肉食性）ことから『海の掃

除屋』などと呼ばれている。嗅覚に

優れており、魚等の死体を見つけ

ると、おびただしい数のアラムシロ

が群れ始める。 

 河川で孵化した後、仔魚は海へ
下り、やや成長すると再び河川に
遡上する両側回遊魚。東京湾で
は、多摩川や荒川周辺で多く見ら
れる。本調査で採集された個体
は、海洋生活期の終盤であり、こ
れから河川に遡上予定であった
可能性が高い。 



 

 

 

 

 

 

葛西人工渚 採取試料 

 

 

●主な出現種等 ※写真のスケール 1目盛：1mm 

 

エドハゼとマハゼが主体 
（茶色がハゼ類、銀色がボラ） 

ニホンイサザアミが主体 

調査地点の様子 

調査の様子 

東京湾奥にある広大な人工干潟。野鳥等保護区域のため、一般の立ち入りが禁止されている。 

エドハゼ 

＊解説はお台場海浜公園を参
照。本種はハゼ類の中でも、遊泳
性が強い傾向にある。そのため、
口は下向きではなく上向きに開い
ている。エドハゼやニクハゼに似
るが、本種はややずんぐりした体
型をしており、顔も丸みを帯びて
いる。 

ビリンゴ 

東京湾内湾に多く生息する海

水魚で、春から夏にかけて稚魚は

干潟で成長する。成長するにつれ

て、ハク→オボコ→イナ→ボラ→ト

ドと呼び名が変わる出世魚。干潟

で見られるのはオボコまでのこと

が多い。 

ボラ 

スミウキゴリ シラタエビ ビリンゴ 

エドハゼ 

体長 3.4cm 

体長 2.0cm 

 本種は成長すると、アナジャコの

巣穴を隠れ家として利用することが

知られている。そのため、成長した

個体は小型地曳網で採集されにく

くなる。実際に、人影に気付くと、一

目散にアナジャコの巣穴へと逃げ

込む個体が多く観察された。 

＊解説はお台場海浜公園を参

照。他のハゼ類とは異なり、稚魚期

の体色が黒っぽいため、識別は容

易。河川生活に移行した成魚は、

流れの緩やかな環境を好む。スミウ

キゴリとウキゴリが共存する河川で

 ＊各種の解説は上記を参照。両

種の仔稚魚はほぼ同時期に出現

するが、体側の黒色素胞の模様

から識別ができる。ビリンゴは尾柄

部に 3 対の黒色素胞が見られる

が、エドハゼの背面には 1 つしか

 触角が青いことが特徴のエビ。額

角の基部が盛り上がることで、スジ

エビ類と区別ができる。汽水域を主

な生息場とし、干潟にもよく出現す

る。成熟した個体では、体側に青色

斑が現れることが多い。 

額角 


